
合

志

市

こ
う

し

し

（合志市合志庁舎）

（合志市西合志庁舎）

一 
 
 
 

概

況

　

合
志
市
は
、
熊
本
市
の
北
東
に
位
置
し
、
合
志
町
及
び
西
合
志
町
の
合
併
に
よ
っ
て
平
成
一

八
年
二
月
二
七
日
に
誕
生
し
た
、
人
口
五
五
、
〇
〇
二
（
平
成
二
二
年
国
勢
調
査
）、
面
積
約
五

三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
市
で
あ
る
。
北
は
菊
池
市
、
東
南
は
菊
池
郡
大
津
町
と
菊
陽
町
、
南

西
は
熊
本
市
に
そ
れ
ぞ
れ
接
し
て
い
る
。
市
の
大
半
は
緩
や
か
に
起
伏
す
る
阿
蘇
火
山
の
火
砕

流
及
び
ロ
ー
ム
台
地
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
起
伏
の
間
に
小
平
野
が
開
け
、
市
南
部
に
は
丘
陵

状
の
高
地
と
な
っ
て
い
る
群
山
（
一
四
五
．
四
メ
ー
ト
ル
）
や
飯
高
山
（
一
二
五
メ
ー
ト
ル
）

と
西
部
に
は
弁
天
山
（
一
四
五
．
七
メ
ー
ト
ル
）
が
あ
る
。
ま
た
、
市
内
に
は
合
志
川
の
支
流

で
あ
る
塩
浸
川
、
上
生
川
が
あ
る
ほ
か
、
南
部
の
堀
川
が
西
流
す
る
。
近
年
、
熊
本
市
に
隣
接

す
る
南
西
部
地
区
で
は
、
大
型
団
地
が
開
発
さ
れ
人
口
の
増
加
が
著
し
い
。

　

産
業
と
し
て
は
、
市
東
部
の
合
志
台
地
と
呼
ば
れ
る
広
大
な
畑
作
地
帯
、
西
部
地
域
も
平
野

部
で
は
主
に
畑
地
が
拡
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
農
地
を
中
心
に
、
す
い
か
、
畜
産
、
葉
た
ば

こ
、
米
な
ど
の
ほ
か
、
多
様
な
農
業
経
営
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
県
道
沿
線
を
中
心

に
商
工
業
が
発
展
し
、
工
業
団
地
に
は
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
関
連
企
業
を
中
心
に

種
々
の
企
業
が
立
地
、
独
立
行
政
法
人
九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
、
県
の
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
や
県
立
農
業
大
学
校
な
ど
の
試
験
研
究
機
関
も
立
地
し
て
い
る
。

　

交
通
面
で
は
、
国
道
三
八
七
号
が
南
北
に
縦
断
し
、
南
部
を
九
州
縦
貫
自
動
車
道
が
北
西
か

ら
南
東
に
通
っ
て
い
る
。
ま
た
、
熊
本
市
か
ら
御
代
志
駅
ま
で
南
北
に
熊
本
電
鉄
の
電
車
が
運

行
し
、
主
要
道
に
は
路
線
バ
ス
が
運
行
し
て
い
る
。
熊
本
空
港
に
も
比
較
的
近
く
、
交
通
の
便

に
は
恵
ま
れ
て
い
る
。

　

名
所
・
史
跡
と
し
て
は
、
憩
い
の
場
と
し
て
公
園
化
さ
れ
た
中
世
城
跡
の
竹
迫
城
跡
公
園
、

農
業
理
解
の
場
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
県
農
業
公
園
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
、
国
指
定
史
跡
「
二
子

山
打
製
石
器
製
作
遺
跡
」
、
黒
松
古
墳
群
、
生
坪
塚
山
古
墳
、
竹
迫
氏
の
祖
中
原
師
員
が
創
建
し

た
と
伝
え
る
竹
迫
日
吉
神
社
、
須
屋
城
跡
、
虚
空
蔵
さ
ん
な
ど
が
あ
る
。

 
 

合
志
市
の
名
は
、
古
代
よ
り
明
治
二
九
年
ま
で
続
い
た
「
合
志
郡
」
に
由
来
す
る
。
日
本
書

紀
に
「
皮
石
郡
」
と
見
え
る
の
が
そ
の
初
見
で
、
平
安
時
代
の
辞
書
に
は
、「
合
志
」
の
読
み
と

二 
 

市
名
の
由
来
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し
て
「
加
波
志
（
か
は
し
）」
と
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
て
い
る
。
和
銅
六
年(

七
一
三)

に
出
さ
れ

た
、
郷
郡
の
名
の
中
に
は
好
字
を
当
て
る
よ
う
に
と
の
官
命
以
後
、「
合
志
」
の
名
が
定
着
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
合
志
郡
に
は
、
合
志
市
及
び
現
在
の
菊
池
市
南
部
（
旧
泗
水
町
、

旧
旭
志
町
、
旧
七
城
町
）
や
菊
池
郡
（
大
津
町
、
菊
陽
町
）
の
大
部
分
と
、
熊
本
市
の
一
部
（
た

だ
し
明
治
一
三
年
に
合
志
郡
か
ら
詫
磨
郡
に
編
入
）
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
明
治
二
九
年
、
菊

池
郡
に
編
入
さ
れ
そ
の
名
を
閉
じ
た
。 

明
治
二
二
年
に
町
村
制
が
施
行
さ
れ
合
志
村
と
西
合
志
村
が
発
足
し
た
際
、
合
志
村
は
合
志

郡
の
中
央
に
位
置
し
合
志
一
族
の
城
跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
西
合
志
村
は
合
志
郡
の
西
部

に
位
置
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
村
名
と
し
た
。 

平
成
の
合
併
協
議
の
際
に
は
、
新
市
名
は
公
募
の
上
合
併
協
議
会
に
諮
ら
れ
、
候
補
に
は
合

志
の
他
に
「
菊
南
」
「
北
熊
本
」「
東
熊
本
」
な
ど
が
挙
が
っ
た
が
、
縁
深
い
「
合
志
」
を
推
す

声
が
多
く
こ
れ
に
決
定
し
た
。 

三 

平
成
の
合
併
検
討
経
緯 

 

１ 

合
併
関
係
町
の
状
況 

     

（
一
） 

菊
池
郡
合
志
町 

明
治
二
二
年
、
竹
迫
町
外
五
か
村
の
合
併
に
よ
り
合
志
村
が
誕
生
し
、
そ
の
後
昭
和
の
合

併
に
あ
っ
て
は
、
県
の
合
併
試
案
で
は
西
合
志
町
と
の
合
併
が
計
画
さ
れ
て
い
た
が
、
最
終

的
に
は
単
独
町
の
ま
ま
残
り
、未
合
併
の
ま
ま
昭
和
四
一
年
四
月
一
日
に
町
制
を
施
行
し
た
。

面
積
は
約
二
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。 

（
二
） 

菊
池
郡
西
合
志
町 

明
治
二
二
年
、
五
か
村
の
合
併
に
よ
り
西
合
志
村
が
誕
生
し
、
以
後
、
昭
和
四
一
年
四
月

に
町
制
を
施
行
し
て
お
り
、
隣
接
合
志
町
と
同
様
の
経
緯
を
辿
っ
て
い
る
。
面
積
は
約
二
四

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。 

 

２ 

検
討
の
経
緯 

 

県
が
平
成
一
二
年
三
月
に
示
し
た
合
併
パ
タ
ー
ン
で
は
、
合
志
・
西
合
志
二
町
に
大
津
町
、

菊
陽
町
を
含
め
た
四
町
の
枠
組
み
で
あ
っ
た
が
、
ま
ず
は
菊
陽
町
、
合
志
町
、
西
合
志
町
に
よ

る
三
町
で
の
合
併
勉
強
会
、
任
意
協
議
会
で
の
検
討
が
進
ん
だ
。
そ
の
後
、
菊
陽
町
が
大
津
町

も
含
め
た
四
町
合
併
を
提
案
し
、
平
成
一
五
年
に
は
四
町
で
の
法
定
協
議
会
が
設
置
さ
れ
る
に

至
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
一
六
年
一
〇
月
に
大
津
町
と
外
三
町
が
袂
を
分
か
つ
形
で
合
併
協
議

会
は
休
止
す
る
こ
と
と
な
り
、
更
に
菊
陽
町
が
合
志
町
、
西
合
志
町
と
の
三
町
合
併
枠
組
み
を

否
と
し
た
た
め
、
合
志
・
西
合
志
の
二
町
で
合
併
特
例
法
期
限
を
睨
ん
だ
合
併
協
議
を
進
め
、

合
志
市
が
誕
生
す
る
に
至
っ
た
。
（
第
二
編
「
菊
池
地
域
」
参
照
） 

 

３ 

合
併
協
議
会
に
お
け
る
協
定
事
項
等 

（
※
基
本
的
協
議
項
目
及
び
合
併
特
例
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
協
議
項
目
を
記
載
） 

 

（
一
） 

合
併
の
方
式 

合
併
の
方
式
は
、
合
志
町
及
び
西
合
志
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て
新
し
い
市
を
設
置

す
る
新
設
合
併
（
対
等
合
併
）
と
す
る
。 

（
二
） 

合
併
の
期
日 

合
併
の
期
日
は
、
平
成
一
八
年
二
月
二
七
日
と
す
る
。 

（
三
） 

新
市
の
名
称 

新
市
の
名
称
は
、「
合
志
市
」
（
こ
う
し
し
）
と
す
る
。 

（
四
） 

新
市
の
事
務
所 

１ 

新
市
に
お
け
る
庁
舎
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
二
町
の
現
庁
舎
を
有
効
活
用
す
る
た
め

分
庁
方
式
を
採
用
す
る
。 

２ 

新
市
に
お
い
て
、
分
庁
方
式
に
よ
る
行
政
執
行
体
制
に
つ
い
て
住
民
の
利
便
性
、
事
務

執
行
上
の
利
便
性
、
効
率
性
な
ど
の
観
点
か
ら
検
証
を
行
う
。 

３ 
新
市
の
事
務
所
の
位
置
は
、
当
面
、
合
志
町
大
字
竹
迫
二
一
四
〇
番
地
（
現
合
志
町
役

場
）
と
す
る
。 

（
五
） 

財
産
及
び
債
務
の
取
扱
い 

両
町
の
所
有
す
る
財
産
及
び
債
務
は
、
合
併
時
に
お
け
る
財
産
及
び
債
務
を
す
べ
て
新
市
に

引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。 

 

合
志
町 

 
 

 
 
 
 

 

合
志
市 

 

西
合
志
町 

 
 
 
 

（
平
一
八
・
二
・
二
七 

新
設
） 
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た
だ
し
、
財
政
調
整
基
金
及
び
減
債
基
金
に
つ
い
て
は
、新
市
財
政
の
健
全
運
営
の
た
め
に
、

平
成
一
六
年
度
に
お
け
る
標
準
財
政
規
模
相
当
額
の
二
〇
％
以
上
を
総
額
で
持
ち
寄
る
も
の
と

す
る
。 

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、
新
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
健

全
運
営
の
た
め
に
、
平
成
一
六
年
度
に
お
け
る
保
険
給
付
総
額
の
一
五
％
以
上
を
総
額
で
持
ち

寄
る
も
の
と
す
る
。 

（
六
） 

議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い 

１ 

議
会
議
員
の
任
期
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
一

項
の
規
定
を
適
用
し
、
平
成
一
九
年
四
月
三
〇
日
ま
で
引
き
続
き
、
新
市
の
議
会
議
員
と

し
て
在
任
す
る
。 

２ 

新
市
に
お
け
る
一
般
選
挙
の
定
数
は
二
四
人
と
し
、
選
挙
区
は
設
け
な
い
こ
と
と
す
る
。

 

（
七
） 

農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い 

１ 

新
市
に
一
つ
の
農
業
委
員
会
を
置
き
、
合
併
前
に
選
挙
に
よ
る
農
業
委
員
会
の
委
員
で

あ
っ
た
者
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
し
、

平
成
一
九
年
二
月
二
六
日
ま
で
の
一
年
間
、
引
き
続
き
新
市
の
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ

る
委
員
と
し
て
在
任
す
る
。 

２ 

在
任
特
例
適
用
後
に
行
わ
れ
る
一
般
選
挙
の
定
数
は
二
一
人
と
す
る
。
な
お
、
旧
町
を 

区
域
と
す
る
二
つ
の
選
挙
区
（
旧
町
の
定
数
：
合
志
町
一
二
人
、
西
合
志
町
九
人
）
を
設

け
る
。 

３ 

選
任
に
よ
る
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
及
び
任
期
に
つ
い
て
は
、
法
令
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。 

（
八
） 

地
方
税
の
取
扱
い 

１ 

個
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

（
１
）
納
税
義
務
者
、
所
得
割
の
税
率
、
特
別
徴
収
の
納
期
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り

と
す
る
。 

（
２
）
均
等
割
の
税
率
は
、
地
方
税
法
第
三
一
〇
条
に
規
定
す
る
率
と
す
る
。 

（
３
）
普
通
徴
収
の
徴
収
方
式
は
単
税
と
し
、
納
期
は
六
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
の
八
期
と

す
る
。 

２ 

法
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

３ 

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

（
１
）
納
税
義
務
者
、
税
率
、
免
税
点
、
賦
課
期
日
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

（
２
）
徴
収
方
式
は
単
税
と
し
、
納
期
は
六
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
の
八
期
と
す
る
。 

（
３
）
減
免
対
象
者
等
は
、
合
志
町
の
例
に
よ
る
。 

（
４
）
誘
致
企
業
に
対
す
る
不
均
一
課
税
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

４ 

国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
と
日
本
郵
政
公
社
有
資
産
所
在
市
町
村
納
付
金
、特
別

土
地
保
有
税
、
軽
自
動
車
税
、
入
湯
税
、
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

５ 

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等
に
つ
い
て
は
、
保
健
衛
生
専
門
部
会
で
調
整
す
る
。
納
期
に

つ
い
て
は
、
合
志
町
の
例
に
よ
り
八
期
と
す
る
。 

６ 

都
市
計
画
税
は
、
新
市
に
お
い
て
も
課
税
し
な
い
。 

※
な
お
、法
令
の
改
定
等
が
行
わ
れ
た
場
合
は
、改
定
内
容
を
優
先
す
る
。 

（
九
） 

一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取
扱
い
に
つ
い
て 

１ 

一
般
職
の
職
員
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
九
条
に
よ
り
、
す
べ
て
新

市
の
職
員
と
し
て
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
定
員

適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
定
員
管
理
の
適
正
化
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

職
員
の
職
の
設
置
並
び
に
職
名
に
つ
い
て
は
、人
事
管
理
及
び
職
員
の
処
遇
の
観
点
か
ら
、

合
併
時
に
統
一
す
る
。 

３ 

職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
処
遇
及
び
給
与
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
調
整
し
、
統

一
を
図
る
。 

４ 

再
任
用
制
度
に
つ
い
て
は
、
西
合
志
町
の
例
に
よ
る
。 

５ 

職
員
表
彰
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
新
た
に
規
則
を
制
定
す
る
。 

（
一
〇
） 

地
域
審
議
会
等
の
取
扱
い 

両
町
が
こ
れ
ま
で
推
進
し
て
き
た
地
域
づ
く
り
体
制
や
住
民
参
加
の
行
政
推
進
施
策
を
生
か

し
、
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
住
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
も
の
と
し
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
地
域
審
議
会
等
は

設
置
し
な
い
。 

な
お
、
合
併
後
の
実
情
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
意
見
意
向
等
を
行
政
へ
反
映
す
る
た
め
の
諮

問
機
関
等
の
設
置
が
必
要
な
場
合
は
、
新
市
に
お
い
て
検
討
す
る
。 

（
一
一
） 
新
市
建
設
計
画
（
略
） 
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長

助

役

収

入

役

議

長

副

議

長

合

志

町

西
合
志
町

秋
吉
不
二
雄

大
住

清
昭

松
永

幸
一

内
平

卓

上
野

正
勝

松
永

丹

村
上

浩
一

吉
廣

満
男

光
木
寿
一
郎

後
藤

實
雄

町

名

４ 
 

合
併
時
の
三
役
及
び
正
副
議
長

５ 
 

合
併
時
の
関
係
町
の
現
況
表

区

分

人

口

戸

数

面

積

業

態

生

業

の
割
合

（
人
）

計 計中

学

校

高

等

学

校

市
町
村
税
納
税
額

前
年
度
予
算
総
額

五
一
、
四
八
七

一
七
、
二
〇
五

五
三
・
一
七

一
、
五
六
一

六
、
二
四
九

一
五
、
一
九
三

二
三
、
〇
〇
三三〇

四
、
四
六
八

一
五
、
一
九
二

六
、
四
一
四

七
四
、
七
二
八

七
八
、
七
九
五

一
五
九
、
九
三
七

二
二
、
三
五
五

七
、
三
二
八

二
八
・
八
九

七
八
七

二
、
九
八
八

六
、
五
七
八

一
〇
、
三
五
三一〇

二
、
一
二
六

七
、
六
八
一

四
、
三
一
三

一
三
、
五
五
三

三
六
、
三
七
五

五
四
、
二
四
一

二
九
、
一
三
二

九
、
八
七
七

二
四
・
二
八

七
四
四

三
、
二
六
一

八
、
六
一
五

一
二
、
六
五
〇二〇

二
、
三
四
一

七
、
五
一
一

二
、
一
〇
一

六
一
、
一
七
五

四
二
、
四
二
〇

一
〇
五
、
六
九
六

中
学
校
以

上
の
学
校

合

併

関

係

町

第
一
次
産
業

第
二
次
産
業

第
三
次
産
業

第
一
次
産
業

第
二
次
産
業

第
三
次
産
業
（
百
万
円
）

（
百
万
円
）

（
百
万
円
）

（
百
万
円
）

（
百
万
円
）

生
産
額

合

志

町

合

志

町

西
合
志
町

四 
 

昭
和
以
前
の
合
併
検
討
経
緯

【
旧
菊
池
郡
合
志
町
に
お
け
る
合
併
の
歴
史
】

１ 
 

市
制
・
町
村
制
施
行
前
か
ら
の
合
併
経
緯
と
関
係
町
村
の
沿
革

 
 

旧
藩
時
代
は
、
竹
迫
手
永
に
属
し
て
い
た
が
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
改
正
大
小
区
制

の
も
と
に
お
い
て
は
第
五
大
区
第
五
小
区
に
編
入
さ
れ
た
。

 
 

一
二
年
に
郡
区
町
村
編
制
法
が
実
施
さ
れ
る
と
、
竹
迫
町
、
福
原
村
、
幾
久
富
村
、
上
庄
村

お
よ
び
豊
岡
村
は
一
行
政
区
域
（
竹
迫
町
列
）
と
な
り
、
一
方
栄
村
は
、
現
在
西
合
志
町
に
属

す
る
合
生
村
、
御
代
志
村
と
と
も
に
一
行
政
区
域
（
栄
村
列
）
を
な
し
、
一
七
年
の
改
正
で
も

か
わ
ら
な
か
っ
た
。
二
二
年
町
村
制
が
施
行
さ
れ
る
と
、
栄
村
が
竹
迫
町
列
五
か
町
村
と
共
に

合
併
し
て
合
志
村
と
な
っ
た
。

 
 

町
村
合
併
促
進
法
制
定
後
示
さ
れ
た
県
の
合
併
試
案
で
は
、
西
合
志
村
と
合
併
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
し
か
し
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
九
月
決
定
さ
れ
た
県
の
合
併
計
画
で
は
単

独
村
と
し
て
残
す
こ
と
に
な
り
、
末
合
併
の
ま
ま
昭
和
四
一
年
四
月
一
日
町
制
を
施
行
し
て
合

志
町
と
な
っ
た
。

２ 
 

町
村
合
併
促
進
法
制
定
後
の
経
緯

市

制

・

町
村
制
前

市

制

・

町

村

制

後

現

在

ま
で

竹

迫

町

福

原

村

幾

久

富

村

上

庄

村

豊

岡

村

栄

村

合
志
郡

合

志

村

合

志

町

合

志

町

明
二
二
・
四
・
一

　

新
設

明
二
九
・
四
・
一

合
志
郡
は

菊
池
郡
と
合
併
、
菊
池
郡

昭
四
一
・
四
・
一

町
制
施
行

（

（

（

）

）

）
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（
人
）

（
人
）

（
人
）

（
戸
）

（
k㎡
）



【
旧
菊
池
郡
西
合
志
町
に
お
け
る
合
併
の
歴
史
】

１ 
 

市
制
・
町
村
制
施
行
前
か
ら
の
合
併
経
緯
と
関
係
町
村
の
沿
革

 
 

旧
藩
時
代
は
、
竹
迫
手
永
に
属
し
て
い
た
が
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
改
正
大
小
区
制

の
も
と
に
お
い
て
は
、
上
生
村
・
野
々
島
村
は
第
五
大
区
第
八
小
区
に
、
合
生
村
、
御
代
志
村

は
第
五
大
区
第
五
小
区
に
、
須
屋
村
は
第
二
大
区
第
三
小
区
に
、
そ
れ
ぞ
れ
編
入
さ
れ
た
。

 
 

明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）、
郡
区
町
村
編
制
法
施
行
に
よ
り
、
野
々
島
・
上
生
・
須
屋
の
三

か
村
は
一
行
政
区
域
（
野
々
島
村
列
）
に
、
合
生
・
御
代
志
の
二
か
村
は
隣
接
す
る
栄
村
と
と

も
に
一
行
政
区
域
（
栄
村
列
）
と
な
っ
た
。
二
二
年
、
町
村
制
の
施
行
に
よ
っ
て
、
合
志
村
と

合
併
し
た
栄
村
を
除
く
前
記
五
か
村
が
合
併
し
て
西
合
志
村
と
な
っ
た
。

 
 

合
志
村
と
の
合
併
が
県
の
試
案
と
し
て
示
さ
れ
た
が
、
当
時
村
民
の
間
に
は
合
併
の
意
思
が

な
く
、
人
口
も
一
万
人
を
こ
え
合
併
標
準
規
模
に
達
し
て
い
た
の
で
、
合
併
を
行
わ
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
三
一
年
九
月
改
定
さ
れ
た
県
の
合
併
計
画
案
で
単
独
村
と
さ
れ
、
昭
和
四
一
年

一
〇
月
一
日
、
町
制
を
施
行
し
西
合
志
町
と
な
っ
た
。

２ 
 

町
村
合
併
促
進
法
制
定
後
の
経
緯

合

志

郡

西
合
志
村

西
合
志
町

西
合
志
町

（

（

（

）

）

）

－1087－

上

生

村

野
々
島
村

合

生

村

御
代
志
村

須

屋

村

明
二
二
・
四

・
新
設

明
二
九
・
四
・1

合
志
郡
は

菊
池
郡
と
合
併
、
菊
池
郡

昭
四
一
・
一
〇

・
一
町
制
施
行
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